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元厚生労働大臣坂口 力氏への「三重大学名誉博士」称号授与式
　１０月２４日、先端医科学教育研究棟２階の第１講義室において、
坂口 力氏への標記授与式を挙行しました。坂口氏は、三重県立大学（現・
三重大学）大学院医学研究科を修了後、三重県血液センターに勤務し、
献血事業の改革に尽力しました。また、へき地医療の先駆者となり、
地域社会のみならず日本社会全体の発展に多大なる業績をあげ、本学
の教育研究上顕著な功績があるとして、３人目となる本学名誉博士号
の授与が決定しました。内田学長は、「坂口先生は三重大学の大きな誇
り。益々の活躍をお願いしたい」と祝辞を述べ、坂口氏は「どんな称
号をもらうよりも嬉しい。こんなに嬉しい日はない」と喜びを述べら
れました。授与式に続いて「三重大学に感謝を込めて」と題した記念
講演が行われ、参加した教職員・学生たちは熱心に聞き入っていました。

駐日フランス大使一行が学長を表敬訪問
　９月２７日、クリスチャン・マセ駐日フランス大使ご夫
妻とシャルランリ・ブロソー在京都フランス総領事一行が
本学を訪れ、内田学長、堀理事（国際交流担当）・副学長、
児玉副学長（広報担当）、グットマン人文学部教授および
フランスから本学に留学している学生６人と懇談されま
した。内田学長は、「駐日大使が訪問されることは、とて
も光栄なこと。フランスの大学と更なる交流を進め、大学
間連携を実現させたい」と述べ、マセ大使は、「フランス
人学生が三重大学に留学していることはすばらしい。今後
は、学位互換も視野に入れた連携を考えたい」と語り、懇
談の後、環境・情報科学館や附属図書館を見学しました。

第１回三重大サイエンスカフェを開催
　１０月２日、津駅前にある「伊勢門」内のイベントホール「Ｅ
ＢＩＩＲＯ」において、標記イベントを行いました。このイベ
ントは、気軽な雰囲気でコーヒーなどを飲みながら、本学で話
題の研究を進める教員の話を聞き、語り合う場をつくることを
目的としています。第１回は、附属病院救命救急センター長の
今井寛教授が講演を行い、救命救急センターで２，０００以上の
症例から得た数々の経験から、これまでの医療・これからの医
療について話しました。参加者からは、「津でも最先端の研究活
動が行われていることが知れて嬉しかった。大学を身近に感じ
ることができた」との感想があり、盛況のうちに終わりました。

坂口氏からのお礼状
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　標記大学から２３人の学生が来学し
ました。学生たちは内田学長を表敬訪
問した後、生物資源学部生と意見交換
し、最後にダンスと歌を披露しました。

南太平洋大学の学生が来学

　三重県警察本部において、工学研究
科の太田義勝教授が三重県警より中部
管区内で初のサイバー犯罪対策アドバ
イザーの委嘱を受けました。

三重県警察サイバー犯罪対策ア
ドバイザー委嘱式

　メディアホールにて、大学間協定を
締結しているタチ大学より招いた教授
２人と本学の修士・博士学生１７人よ
り研究成果の発表が行われました。

第５回地域イノベーション学に
関する国際ワークショップ

1日 8日・10日 9日～ 11日

11日 17日～ 18日 22日

　研究の不正防止、研究費の適正な使
用や情報の取り扱いについて理解を深
めることを目的に開催し、教職員や学
生１６７人が受講しました。

平成２５年度三重大学における
研究に関する研修会

　ダブル・ディグリー（DD）制度によ
り天津師範大学から本学へ留学してい
た１２人の留学生に対し、内田学長か
ら学位記と祝辞が送られました。

平成２５年度三重大学教育学部（天
津師範大学DD学生）学位記授与式

　留学生を含めた２１人の新入生に対
し、内田学長から「社会のイノベーショ
ンを生むような新しい研究にチャレン
ジしてほしい」と式辞がありました。

平成２５年度三重大学大学院秋
季入学式

　奈良女子大学の高橋裕子教授から大
学での禁煙教育の重要性や受動喫煙の
害などについての講演があり、参加者
は禁煙に関する知識を深めました。

禁煙セミナー「吸う人も吸わない人も知っておきたい
禁煙最新知識～クリーンなキャンパス実現に向けて～」

　練習船勢水丸の共同利用の一環とし
て標記実習が行われ、本学をはじめ名古
屋女子大学と鈴鹿医療科学大学の学生
１６人が船上実習などを体験しました。

教育関係共同利用拠点（練習船）
の海洋食文化実習（尾鷲コース）

9月 10月

人文学部特別講義「桂吉坊に聴
く芝居噺」
　地域貢献事業として標記講義が行わ
れ、落語家の桂 吉坊氏による演目『七
段目』が披露された後、人文学部の吉
丸准教授と芝居噺の講義を行いました。

9/28	 三重大学入試説明会２０１３が環境・情報科学館において行われ、約２５０人が来場しました。〈入試チーム〉
10/8～ 10	 	ＢｉｏＪａｐａｎ２０１３がパシフィコ横浜にて開催され、がんワクチン治療学を専門とする珠玖名誉

教授と原田学術研究員が出展しました。〈医学系研究科〉
10/9	 	三重大学事務職員採用予定者および新規採用者研修会が行われ、参加者１４人が業務内容などについて

の講義を受講しました。〈人事チーム〉
10/22	 総合研究棟Ⅱ第２・３会議室において、第１３回定例記者懇談会を行いました。〈総務チーム広報室〉
10/22	 	三重テレビ放送「きらめく群像～三重大学の財～」第７回「工学部が取り組む教育や研究について」が

放送され、小林教授、太田教授、稲葉教授、川中助教が出演しました。〈総務チーム広報室〉


